
　「我が社も働き方改革を推進中」という企業が増殖
中だ。やるからには目に見える効果をしっかり出すと
いう意識的な取り組みを進めているところでは，「残
業削減」「育児支援制度の拡充」「柔軟な勤務環境」と
いった多角的な課題にトライしている段階と推察され
る。ややもすると，あっちの取り組みでこっちにしわ
寄せがきた，とか，特定の部署が協力的ではない，とか，
仕事が先延ばしになっただけ，とか個別のトラブルが
出てきて，人事部門がモグラ叩きに追われているかも
しれない。ただ，経営目線で捉えると，「生産性を高
める」「業績を伸ばす」という目的・ゴールはシンプ
ルだ。
　本稿では，教科書通りのセオリーに従って導入を図
ったものの現実問題との狭間で苦しむ6人の「人事部

長の声」を手がかりに，個別のトラブルに振り回され
ず全体最適を実現するための問題の切り分け方を，レ
クチャーしている。複雑な話をやさしく面白くまとめ
ているので，“あるある感”を共有しながら理解を深め
ていけるだろう。 （編集部）
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～だから定説ではうまくいかない！　問うべきポイント・成功する手法とは～

働き方改革 逆説の真実

【人事部長の声】
⬇

【定説の誤り】
⬇

【では何が有効なのか】
⬇

【ポイント】

6テーマ×

× 定説1   「経営者が働き方改革にコミットし，ことあるごとに徹底する」
○  逆説の真実1  「経営者のコミットと併せ，力の入れ所と抜き所を可視化し，組織全体に広める」
× 定説2   「ムダな仕事を止めさせて違う仕事を振る」
○  逆説の真実2   「重要で効果が出そうな仕事にアサインして充実させ，優先度の低い仕事やムダな仕事をやる時間を削減させる」
× 定説3   「仕事ができない人に簡単な仕事をさせる」
○  逆説の真実3   「仕事ができないタイプを3つに分類し，性弱説で接して，細かく確認する」
× 定説4   「有給休暇を優先的に押さえ，しっかり休ませる」
○  逆説の真実4   「精神的余裕と充足を先に取り戻す」
× 定説5   「成功例をつくり他部署にそのやり方を展開する」
○  逆説の真実5   「成功例を宣伝しまくり“乗った者勝ち”という空気をつくる」
× 定説6   「働き方改革の意味を現場で考えさせ，当事者意識を引き出す」
○  逆説の真実6   「減らす・止めるを経営陣に決めてもらうよう人事が動く」
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